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１．はじめに 

(1) 研究の背景と目的 

2011年の東日本大震災の被災地では、現在も多くの被災

者たちが仮設住宅で暮らしている。被災前には近所付き合

いのあった町内会などの地域コミュニティが、被災者の仮

設住宅移転に伴い分散したために、特に高齢者にとっては

その物理的生活環境に加え、交流環境も大きく変化した。 
 既往の研究から、西村ら 1)は高齢者の交流関係には地域

コミュニティや地理的近接性が大きく影響していることを、

岡戸ら 2)は友人や近隣住民との付き合いが多い高齢者ほど

生命予後が有意に良好となることを、笹ら 3)は高齢者にと

って居住地の変化は外出行動の減少をもたらし、身体機能

の低下や有病率の上昇に繋がることをそれぞれ示している。

従って、被災地では生活環境・交流環境の変化によって高

齢者の生活が不活発になることが懸念されており、実際に

大川 4)は被災地における生活不活発病(1)の発生を報告して

おり、吉村 5)は集合住宅の一人暮らし高齢者への即刻な地

域間交流の必要性を述べている。これに対し、寺川ら 6)は

過疎地の高齢者の人的交流の促進には交通手段の整備が必

要としており、三宮 7)は高齢者のQOL向上のためには、更

に外出機会の提供も必要としている。東日本大震災の被災

地の仮設住宅には公共交通不便地域に立地するものも多く、

宮城県南三陸町の災害臨時バスや岩手県陸前高田市のデマ

ンド交通など、交通弱者のための交通手段の整備は進みつ

つある。一方で、望ましい外出機会の提供方法に関しては、

北海道浦幌町を事例とした山崎ら 8)の研究などの試みはあ

るものの、被災地に着目すると知見はまだ少ない。 
 以上を考え合わせて、本研究では交通手段と人的交流を

伴う外出機会の状況を合わせて「交流環境」と定義し、東

日本大震災の被災地を例に、被災地に居住する高齢者の生

活活性化に必要と考えられる交流環境の要件を明らかにし、

その効果を検証することを目的とする。 
(2) 研究の対象地域 

岩手県釜石市北部地域（図1に示す5町、以下「対象地

域」と呼ぶ）でも、交通弱者への補完的交通手段として、

2012年10月よりオンデマンドバス「にこにこバス」の運

行が始まった(2)。なお、対象地域の人口は2012年現在で

5,533人（うち高齢者1,722人）、面積は85.6km2である。 
 

 
図 1 釜石市北部地域（Google Mapより作成） 

 
にこにこバスの日平均利用者数は運行開始当初の6.2人

（2012年11月）から、当初は運行範囲に入っていなかっ

た箱崎町への拡大などを経て現在は13.4人（2014年3月）

と徐々に伸びてきているものの、デマンド交通が運行され

ている他地域の事例と比較すると(3)、十分に活用されてい

る状況ではない。従って、高齢者の生活活性化のためには、

にこにこバスを交通手段として便利なものにするだけでな

く、高齢者の外出状況や外出に対する考え方を把握しつつ

交流環境の改善のために活用していく必要がある。 
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(3) 研究手法および構成 

 以上より本研究では、まず対象地域の仮設住宅に居住す

る高齢者の外出状況を調査して実態を把握し、次に、高齢

者への半構造化インタビューから生活活性化に求められる

交通環境の要件を探る。最後に、その要件を満たすと考え

られる生活活性化方策を実際に行ってその効果を検証する。 
 
２．仮設住宅居住者の外出状況調査 

(1) 調査の概要 

 2013年8月2日〜4日に対象地域の仮設住宅を対象とし

て調査員10名で戸別訪問調査を実施した。回答者は324
人（うち高齢者123人）である。なお、対象地域の仮設住

宅居住者数は1,471人（うち高齢者419人）である。以下

では、高齢者の回答結果を示す。特に仮設住宅を対象とし

たのは、被災前後で大きく生活環境・交流環境が変化して

いると考えられたためである。なお、調査にあたっては回

答を強制することの無いよう留意した。 
(2) 調査結果 

調査の結果として得られた対象地域の仮設住宅に居住す

る高齢者の外出頻度を、「自分で車を運転して移動する人」

と「自分では運転しない人」に分け、水野 9)による全国の

要支援・要介護に認定されていない高齢者515人の外出頻

度と比較したものが図2である。また、外出目的について

は図3のような結果となった。 

 

図 2 高齢者の外出頻度の比較 
 

 

図 3 高齢者の外出目的 
 
図2から、対象地域の仮設住宅に居住する高齢者の外出

頻度は低い傾向にあるが、中でも自分で車を運転しない人

の外出頻度が著しく低いことが分かる。また、図3より高

齢者の外出目的は、買い物や通院など、生活上必要なこと

に限定されており、人的交流を伴うものは少ないことが分

かる。加えて、自分で運転する人と比べて自分で運転しな

い人は通院の割合が高く、実際、買い物については移動販

売や生協の配達を利用したり、家族に買ってきてもらった

りするという意見が多く聞かれた。なお、その他の外出目

的としてはデイサービスや市役所などがある。 
 以上のことから、高齢者の生活が不活発になっている可

能性が確認された。従って、生活活性化のための交流環境

としては、交通手段を提供・改善することと、人的交流を

伴う外出機会を創出することが重要であると考えられる。 
 
３．交流環境に関するインタビュー調査 

(1) インタビュー調査の概要 

 高齢者に必要な交流環境の創出には、外出行動や人的交

流を伴う外出に対する高齢者の意識を詳細に把握すること

が必要となる。そのため、対象地域に震災以前に居住して

いた高齢者に対して交流環境に対する意識について、半構

造化インタビュー形式による調査を行った。にこにこバス

の運行範囲の中で地理的条件が異なり(4)、対象地域の中で

も特に被災の程度が大きかった二つの町内会（以下、それ

ぞれA町内会、B町内会とする）を対象とした。なお、A
町内会は鵜住居町内に位置し、B町内会は箱崎町内に位置

する。それぞれの町内会の震災前における人口規模は約

210世帯、約240世帯である。インタビュー調査の概要を

以下の表1にまとめる。なお、交流環境が変化したのは仮

設住宅の住民だけではないと考えられたため、自宅に居住

する高齢者についても調査対象とした。 
 

表 1 インタビュー調査の概要 

■インタビュー実施手順 

各町内会長に対象者の選定を依頼。調査員1名が行う主な質問に対して自

由に回答してもらう半構造化インタビュー形式。所要時間は1件90分程度。

■インタビュー実施時期 

実施時期は、2013年10月下旬より11月中旬までの約一カ月間 

■インタビュー対象者 

高齢者24人（A町内会8人、B町内会16人） 

■主な質問項目 

平均的な一日の生活、震災前後での生活の変化、現在の外出状況、周りの

人との交流状況、現在の生活における希望や困難な点など 

 
(2) インタビュー調査結果の分析 

 インタビュー対象者の情報を表2に示す。各インタビュ

ー対象者に付したラベルは、アルファベットが所属町内会

を、数字が世帯を、夫婦の場合は夫をh、妻をwで表す。

交通手段は、自車：自分で運転、家車：家族の運転、バス：

路線バス、にこ：にこにこバス、徒歩：徒歩である。 
住居については仮設住宅16人、自宅8人となり、交通手

段については自分で運転する人が11人、家族の運転による

人が8人、路線バスを使う人が9人、にこにこバスを使う

人が1人、徒歩が1人となっている。路線バスやにこにこ

バスを使う人も、主要な交通手段は自家用車という人が殆
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どであった。また、外出頻度を見ると、6割以上の人が週5
回以上外出しており、結果的に生活が不活発になっている

人にはインタビューは実施することはできなかった。 
 

表 2 インタビュー対象者の情報 

No. ラベル 性別 年齢 住居 交通手段 外出頻度

1 A1h 男 75 仮設 自車 毎日 

2 A1w 女 67 仮設 自車 毎日 

3 A2h 男 75 仮設 自車 週5回 

4 A2w 女 71 仮設 家車,バス 週3回 

5 A3h 男 80 自宅 自車,バス 毎日 

6 A3w 女 80 自宅 家車,バス 毎日 

7 A4 女 65 仮設 バス 週6回 

8 A5 女 80 仮設 徒歩 毎日 

9 B1h 男 75 自宅 自車 毎日 

10 B1w 女 73 自宅 家車,にこ 週4回 

11 B2h 男 82 仮設 自車 週4回 

12 B2w 女 75 仮設 家車 週2回 

13 B3 男 77 仮設 自車 週5回 

14 B4 男 73 仮設 自車 週5回 

15 B5h 男 75 自宅 自車 週4回 

16 B5w 女 75 自宅 家車 毎日 

17 B6 女 73 仮設 バス 毎日 

18 B7h 男 83 仮設 自車 週5回 

19 B7w 女 81 仮設 家車 週2回 

20 B8 女 75 仮設 バス 毎日 

21 B9 女 77 仮設 バス 毎日 

22 B10h 男 82 自宅 家車,バス 週2回 

23 B10w 女 80 自宅 家車,バス 週2回 

24 B11 男 67 仮設 自車 毎日 

 
 結果の分析にあたっては、大谷 10)によるSCATに基づき、

まず交流環境に関する発言を全261抽出し、それらを14
のサブカテゴリーに分類し、さらに上位の3カテゴリーに

分類する作業を行った。分類結果を代表的な発言とともに

示したものが表3である。サブカテゴリーの後の（）内の

数字は、発言した人数を表している。なお、(III-iii)に該当

する『遠慮』というサブカテゴリーについては、表4で詳

述するためここでは割愛している。 
分析の結果、『日常生活における生きがい』に関する発言

から、人的交流の重要性を認識する高齢者も少なからずお

り、また、『生活を活性化しようとする意識』に関する発言

から、自ら外出機会を創出しようとする高齢者も多いこと

が伺えた。しかしながら、同時に外出行動の抑制に繋がり

得る意識として、『遠慮』のサブカテゴリーが抽出された。   
そこで、『遠慮』について述べている発言について全てま

とめて示したものが表4である。先述のとおり、今回のイ

ンタビュー対象者は比較的活発に外出している人が多いが、

それでも被災地で生活環境・交流環境が大きく変化した中

で、『遠慮』という意識を多くの人が抱いており、これによ

って高齢者が自らの活動を制約していると考えられた。そ

こで以下では、この『遠慮』という意識について更に深く

考察することにする。 
 

表 3 交流環境に関する発言のカテゴリー 

(I) 現状の評価 

(I-i) 現状への感謝 (12) 

「ここ（仮設住宅）はちゃんと布団も揃わさっていてね、1 枚の布団に

長く寝れるくらいのまずスペースがあったから、本当に感謝しなきゃと

思って生活させてもらってます、本当に。」(A1w) 

(I-ii) 現状の受容 (10) 

「私たち以上に苦労している人たちは一杯いる。私たちは助けられた方

だから。」(B7w) 

(I-iii) 現状への不満 (13) 

「今まで一軒家にいて庭があって悠々 自適に生活してたから、今は狭い。」(A5)

(II) 現状の説明 

(II-i) 日常生活における生きがい (9) 

「近所とのおしゃべりをしてるから俺は若いんだな。他の人と話したり

するのが一番ですよ」(B2h) 

(II-ii) 精神的安定の獲得 (6) 

「仕事に出ておしゃべりするのがストレス発散になるから。」(A4) 

(II-iii) 震災後の交流の存在 (11) 

「この仮設は何かあるよっていうとみんな集まるし、最高よね。仮設の

方も（NPOの募金に）お札入れてくれたり。」(B5w) 

(II-iv) 交通手段による活動への制約 (4) 

「バスの便も、ちょっとそれに乗り遅れたら１時間待たないといけない

感じになるから、前は走って間に合ったんだけど、そういう状態だから、

出ないようにしてます。」(A4) 

(II-v) 場の消滅による活動への制約 (5) 

「日曜日のたびにグラウンドゴルフやってたんだけど、それが出来ない

から出かけることもない。やることもないから。」(B1h) 

(II-vi) 身体的問題による活動への制約 (7) 

「座ってやることは何でもできる。歩くのは10mで辛い。」(B7h) 

(II-vii) 震災後の交流継続の難しさ (10) 

「交流っていうのはまずないね。なんていうんだべね、やっぱり津波後

はこの他の人との交流みたいのが確かに無くなったね。」(B4) 

(II-viii) 新たな交流の難しさ (17) 

「ここに来たらここの人たちとみんなね、親しくなったからいいんだけ

ども、それはそれだもんね。いつか別れる人たちだしさ。いつかはもう

別になる人たちだから。それを頭に置くとね。」(A2w) 

(III) 交流に対する意識 

(III-i) 生活を活性化しようとする意識 (17) 

「仮設の中にばっかりいるよりその辺を見るのもまた一つのね、健康管

理まで行かなくても。外の空気にも当たらないとね。」(B3) 

(III-ii) 自立心 (4) 

「本当は仕事したい、若いつもりでいるんだけど。」(B11) 

(III-iii) 遠慮 (13) ※表4で詳述 
 
(3)『遠慮』に見られる二つの側面 

 高齢者の外出行動の抑制に繋がり得ると考えられる『遠

慮』に関する発言を詳しく見てみると、そこには自分と相

手の立場の関係によって、以下に示す二つの側面があると

考えられる。 
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表 4 『遠慮』に関する発言 
発言者 発言 

A1h 
「この通り場所が狭いもんだから何かあるともうね、遠慮し

たような感じであんまり狭いからお互い長居もあれだしね。」

A1w 
「孫が2人いてね、仕事が終わると子供たちの、嫁さんはね、

分刻みにあれ（家事）しているような感じでね、忙しいから

電話かけるのも遠慮です。」 
A2h 「隣に音が聞こえないかと思って気がねするもんな」 

A2w 

①「仮設で音も聞こえるし、そういうわけでリラックスして

話せない。悪いって言ってるばかりじゃないけど、聞こえる

わけでもない、静かでしょ本当に。隣は子供も結構来てるん

だよ。でもねやっぱり気を遣う。こんな1枚の。お互いに」 
②「こっちから（にこにこバスに）申し込むときは10 時までに行

きたいんだけど、その頃に通るバスがありますかって、聞くの。」 
③「にこにこバスより路線バスの方が自分で合わせられる。」

A4 

①「同じ被災者でもみんな違う事情があるから。だから気も

遣うしましてやこんな狭い所にいると私は朝早いから５時に

は起きるけど、そうするとまた気も遣うし。なるべく音のし

ないように、音無しでニュースだけ見て。日曜日にごめんね、

うるさいでしょって話をして。」 
②「日中でも掃除機の音とか聞こえるんだけど、ここでも聞

こえるということは向こうにも聞こえるということだから。

トイレの音も気を遣うもん。」 

B1w 
「仮設に住んでいる人においでって言ってもやっぱり遠慮し

て来ないしね。」 

B2h 
「仕事を震災になってから辞めました。あまり迷惑かけては

いけないと思って。」 

B3 
「（仮設住宅は）タダであるということで申し訳ないのでこの

辺は自主的に草を刈ったりゴミを出した後の清掃とか、環境

とかな、そういうのを遊びながらやっている。」 

B5w 
「手作りの会にはあまり行き過ぎると先生が大変になるから

行かない。」 

B8 

①「（他人の車に乗せてもらうことは）改めてはしない。たま

に拾われるときもあるの。こう、バスに歩いていったとき後

ろからきてから拾われるときもある、そのときは甘んじて乗

せてもらうけどね。」 
②「どうしても便乗していくというと自分の思った用事が出

来ないんだっけ。気を遣うというか、またね。人の都合もあ

るだろうと思えばね。」 

B9 

①「お茶っこ飲ませたいけど遠慮するみたいでね（中略）そ

れぞれにやっぱり皆用事もあるでしょうし。」 
②「丁度ここはバス停が便利だから、すぐ乗れるしね、来て

よっていうけど、無理には言えないなって考えてるし。」 

B10h 
①「仮設にいれば外に人がいるということが常に頭にあるから。」 
②「仮設に戻ると背伸びは出来ないし、大きい声でも話でき

ないしテレビの音量も大きくできない。」 

B11 
「（周りの人に）入ってお茶飲みなって言っても入ってこない。

（地元にいたころとは）違う。玄関まで来るけど入らない。中

に入ってけって言っても遠慮してしまうね、どうしてもね。」 
 
a) 同じ立場の相手に対する「思いやる遠慮」 

 まず、表4のA4①、②やB10h①、②などの発言から、

仮設住宅で新たに知り合った人との交流に際して、震災以

前の近所との交流とは違い、過度な気遣いが必要とされる

ために相手に遠慮している状況が分かる。このような遠慮

は、同じ立場の相手に対して相手の内面を尊重して起こる

遠慮のことと考え、本研究では「思いやる遠慮」と呼ぶ。 
b) 立場の異なる相手に対する「かしこまる遠慮」 

 次に、表 4 の A2w②、③や B8①、②などの発言から、

交通手段の提供者とその利用者などといった立場の違いが

ある場合、後者である高齢者は、自分のために前者である

相手の行動等に影響が及ぶことを過度に想像して遠慮して

しまうということが分かる。このような遠慮は異なる立場

の相手の都合を尊重して起こる遠慮のことと考え、本研究

では「思いやる遠慮」に対して、「かしこまる遠慮」と呼ぶ。 
 以上から、過度な「思いやる遠慮」を必要としない人的

交流を伴う外出機会の提供や、交通手段の提供者に対して

利用者が過度に「かしこまる遠慮」をする必要がない関係

性の創出ができれば、高齢者の生活を活性化できる可能性

があると考えられる。本研究では、その具体的方策として

①震災以前の地域コミュニティを活用した交流環境の提供、

②顔の見える交流による交通環境の整備が、高齢者の生活

活性化に繋がると考え、実践することにした。 
 
４．過度な「思いやる遠慮」の要らない交流環境の提供 

(1) お茶っこイベントの実施 

 先述のとおり、生活環境・交流環境が変化した状況で暮

らす高齢者は、震災以前の近所付き合いと現在の近所付き

合いの質の違いを感じ、思いやりながら暮らしている人が

少なくないことが分かった。そのため、震災以前の近所付

き合いのように、過度な「思いやる遠慮」が要らない交流

環境を創出することが、高齢者の生活を活性化する一つの

方法と考え、過度な「思いやる遠慮」の要らない交流環境

として、旧来の町内会のメンバーで集まる「お茶っこイベ

ント」を企画し、2013年12月14日に震災以前の鵜住居地

区居住者を対象に行われた住民説明会の前後に実施した(5)。 
 交通手段が無くイベントに参加することが難しい人に対

しては、チラシに連絡先を記入し、希望者に対しては会場

への送迎を実施した。 
(2) お茶っこイベントの内容と実施結果の概要 

 お茶っこイベントは計2回、5町内会を対象に実施した。

計37人が参加し、うち5人に対して送迎を実施した。イベ

ントの間は住民同士で自由に交流してもらうため、軽食と

飲み物を提供し、実施主体側から話題提供や誘導などを行

うことはしなかった。イベントの様子を図4に示す。 

 
図 4 お茶っこイベントの様子 

 
 (3) お茶っこイベント実施による効果 

① アンケート調査 

 被災地では被災者支援として様々なイベントが実施され

ているため、イベントの最後に参加者に対して、他のイベ
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ントへの参加頻度や本イベントへの感想などを尋ねるアン

ケートを実施したところ、他のイベントへの参加頻度につ

いては図5、感想を尋ねる自由記述については表5に示す

ような結果となった。なお、表5の（）内の数字は図5に
おける回答を示している。 

 
図 5 他のイベントへの参加頻度（N=29） 

 
表 5 お茶っこイベントの感想（自由記述）の例 

・自由に話が出来て楽しかった。(1) 
・しばらく会えない方にも会えて良かったです。(1) 
・何でも話し合える企画は初めて。この様な肩肘張らない集まりには大

いに寄らせていただきます。(1) 
・しばらくぶりで町内会の方達に会えて良かった。(1) 
・旧知の人たちに会えてよかった。(2) 
・気さくで皆楽しく過ごせて幸せを感じ、心がほぐれました。(2) 
・町内会の仲間が離れ離れになり、この様なイベントは楽しみです。(2)
・小さな組織の方がよりよい効果のあるイベントになるので、町内会別

のイベントをさらに開催してほしい。(2) 
・もう少し集まってくれたらにぎやかになると思います。(2) 
・町内会の人達と逢って色々 な話を聞いたりして心から嬉しかったです。(3)
・皆さんが心をわって話せる様な会であって欲しいと思います。(3)

 
他のイベントへの参加頻度については「良く参加する」

「たまに参加する」の回答が大多数であるが、「あまり参加

しない」と回答も見られた。前後に住民説明会が実施され

ていたために、お茶っこイベントへの参加者数が増えたと

も考えられるが、多くの参加者から好評を得ており、特に

他のイベントに「あまり参加しない」と答えた参加者から

も肯定的な意見が聞かれたことから、旧来の町内会単位で

集まるという、過度な「思いやる遠慮」の要らない交流機

会の提供には一定の外出促進効果があったと考えられる。 
② 追跡インタビュー調査 

 次に、お茶っこイベントの際の交流内容や、その後の人

的交流への影響を知るために、イベントの約1か月後に参

加者に対して追跡インタビュー調査を行った。調査の方法

及び結果は表6に示すとおりである。 
この調査の結果、過度な「思いやる遠慮」の要らない交

流環境を提供することは、その場限りの生活活性化方策で

はなく、その後の継続的な活動の契機ともなり得ること、

また被災地において自宅に居住する高齢者の抱える交流に

関する問題を解決する手段ともなり得ることが示唆された。 
 
５．過度な「かしこまる遠慮」の要らない交流環境の提供 

(1)顔の見える交流活動の実施 

第３章で述べた通り、高齢者が外出をためらう要因とし

て、バスの運転手や自家用車に乗せてくれる人などの交通

手段の提供者に対する「かしこまる遠慮」がある。 

表 6 追跡インタビュー調査の概要と結果 

■追跡インタビュー実施要領 

お茶っこイベントの際に実施したアンケート調査に連絡先を記入してい

た参加者で、調査への協力を申し出てくれた人に対して、主な質問に対し

て自由に回答してもらう半構造化インタビューを行った。 

■追跡インタビュー実施時期 

2014年1月21日、22日の二日間 
■追跡インタビュー対象者 

お茶っこイベントへの参加者10人 

■主な質問項目 

イベント時の会話内容、イベント後の活動の変化、イベントの評価など 

■得られた具体的な発言 

(1) 今後の活動への展開 

「これから1か月に1回くらい定期的に集まろうという話になった。」 

「お茶っこイベントの場を利用して、他に企画中のイベントの運営のお手

伝いをお願いして、実際にお手伝いをしていただいた。」 

(2) 自宅居住者の問題 

「多くのイベントは仮設住宅の人のために実施されるために自宅の人は

なかなか行きづらく、お茶っこイベントが貴重な交流の機会となった。」

 
デマンド交通が運行されている他の自治体の事例を調べ

てみると、例えば北海道帯広市大正地区（あいのりタクシ

ー）、川西地区（あいのりバス）や岐阜県多治見市（市之倉

トライアングルバス）などでは、デマンド交通の運行会社

が地域住民への御用聞きを積極的に行い、顔の見える交流

の中で利用者のニーズを細かく調査することで、過度な「か

しこまる遠慮」を必要としない信頼関係を築いている。し

かし、対象地域のデマンド交通「にこにこバス」の運行主

体は地元で被災したタクシー会社であり、そのような活動

を試行的に実施することが事実上困難な状況であった。そ

こで、筆者が実際に釜石市箱崎町に滞在し、顔の見える交

流を行うことで、その効果を検証することにした。 
(2) 釜石市箱崎町仮設住宅での住み込み活動の概要 

 住民との顔の見える交流を行うため、2013年11月28日
〜12月23日の期間に渡り、筆者が釜石市箱崎町の仮設住

宅に滞在し、にこにこバスの情報提供、新規利用者登録や

予約代行などを実施した。釜石市箱崎町を対象としたのは、

栗林町及び鵜住居町には路線バスが1日7往復しているの

に対して箱崎町は1日2.5往復と少なく、にこにこバスの

必要性がより高いと考えられたためである。 
(3) 住み込み活動による顔の見える交流の結果 

 調査期間中に、5名が新規利用者登録を行いことになり、

4名のべ11回分の予約代行の依頼があり、これを行った。

そのうち、新規利用者登録を行い、7回予約代行を利用し

た表4のB1wは、これまでは働いている夫が運転する自家

用車で移動しており、夫の予定によって活動が制約される

状況を受け入れていたが、にこにこバスを利用することで

活動の自由度が上がり、震災以降離れた地域に住んでいる

友人に会いに行くなど、これまでになかった人的交流を伴

う外出機会を創出し、生活を活性化させている様子が見て

取れた。 

10%

0% 25% 50% 75% 100%

1.良く参加する
14（48％）

2.たまに参加する
12（42％）

3.あまり参加しない 3（10％）
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このことから、顔の見える交流によって、利用者の過度

な「かしこまる遠慮」が必要とされない信頼関係が構築さ

れることは、高齢者の生活活性化にもつながる可能性があ

ることが示唆された(6)。 
 
６．結論 

 本研究では、釜石市北部地域の被災地の高齢者を対象に、

外出頻度が低く、生活不活発病へと繋がり得る高齢者が少

なくないことを確認し、生活が不活発となり得る意識の一

つと、生活活性化のために求められる交流環境を明らかに

した。具体的には、以下の結論を得た。 
まず、半構造化インタビュー調査から、活発に活動を行

っている高齢者にも見受けられる、高齢者が生活を不活発

にし得る要因として、「思いやる遠慮」と「かしこまる遠慮」

の二つの「遠慮」の意識が存在していると考えられた。 
次に、「思いやる遠慮」の視点から見た生活活性化方策と

して、人的交流の際に過度な「思いやる遠慮」が要らない

と考えられる、震災前の地域コミュニティで集まるお茶っ

こイベントを実施した。その結果、これまで積極的にイベ

ントに参加することの少なかった人も参加して楽しめる可

能性が示唆され、過度な「思いやる遠慮」の要らない空間

を創出する有用性が確認された。また、従来支援が疎かに

なりがちであった自宅に居住する高齢者にとってもこのよ

うなイベントは貴重な人的交流を伴う外出機会となること

や、イベントの効果はその場限りのものでは無く、その後

の発展的交流にも持続的に繋がる可能性が見て取れた。 
最後に、「かしこまる遠慮」の視点から、交通手段の提供

者に対する利用者の過度な「かしこまる遠慮」を軽減する

ために、仮設住宅に筆者が住み込んで顔の見える交流を行

ったところ、地域の公共交通の利用が促進され、新たな人

的交流が生まれる事例が見られ、生活活性化への顔の見え

る交流の有用性が示唆された。 
 以上のことから、被災地に居住する高齢者の生活活性化

のために必要な交流環境としては、過度な「思いやる遠慮」

の要らない人的交流を伴う外出機会の創出と、顔の見える

交流による利用者の過度な「かしこまる遠慮」の要らない

交通手段の提供が必要であると考えられる。このことは、

被災地に限らず過疎地の公共交通について考える際に重要

な知見であろう。 
 一方、今回のインタビュー調査だけではサンプル数が充

分とは言えない。特に、今回アプローチできなかった実際

に生活不活性になっている高齢者に対して、医師などの協

力を得ながら調査を行っていくことが不可欠である。その

上で、地域の高齢者が求める交流環境を継続的に提供する

ことで、生活活性化の効果を定量的に評価し、生活活性化

方策へ活かしていく必要があると考えられる。 
 
【補注】 

(1) 生活不活発病は、医学的には廃用性症候群とも言われ、過度な安静や活

動量の低下から心身機能が低下してしまうことを指す。 

(2) にこにこバスは、釜石市北部地域において多くの住民が仮設住宅へ移動

した結果、従来の路線バスだけでは十分なサービスレベルを維持し難く

なり、釜石市北部地域と中心部を結ぶ交通手段として導入された。その

ため、にこにこバスは従来の路線バスと平行して運行されている点が、

他地域のデマンド交通と大きく異なる点である。 

(3) 例えば本論文第5章で紹介する北海道帯広市大正地区と川西地区、岐阜

県多治見市の事例の人口1,000人当たりの日平均利用者数はそれぞれ7.5

人、10.8人、5.7人であるのに対し釜石市北部地域の場合は2.4人である。 

(4) 釜石市北部地域における路線バスは、旧JR山田線鵜住居駅周辺で鵜住

居・栗林方面と片岸・大槌方面、箱崎方面へ分かれる形となっている。

鵜住居・栗林方面には路線バスが1日7往復走っているのに対し、箱崎

方面は1日2.5往復であり、そのサービスレベルは大きく異なる。 

(5) お茶っこイベントを行うにあたっては、震災以前に地域に住んでいた住

民に対して周知を行う必要があったが、地域から離れた住民に対する周

知は困難であったため、住民説明会の告知と合わせてお茶っこイベント

に関しても市役所から周知をしていただいた。 

(6) 顔の見える交流の結果として、高齢者の生活活性化につながったことに

加えて、住民のニーズをより効率的に吸い上げることが可能になり、停

車場所を柔軟に増設するなど、にこにこバス自体の利便性向上にもつな

がった。 

 

【参考文献】 

1) 西村昌記、石橋智昭、山田ゆかり、古谷野亘(2000)「高齢期における親し

い関係-「交遊」「相談」「信頼」の対象としての他者の選択」老年社会科

学22(3)、pp.367-374 

2) 岡戸順一、星旦二(2002)「社会的ネットワークが高齢者の生命予後に及ぼ

す影響」厚生の指標49(10)、pp.19-23 

3) 笹泰之、田中直人、土井雄介(2012)「高齢者向け住宅居住者の外出行動に

関する研究：高齢者向け住宅居住者の生活環境に関する研究」日本建築

学会近畿支部研究報告集 計画系52、pp.165-168 

4) 大川弥生(2013)「「動かない」と人は病む：生活不活発病とは何か」講談

社、pp.184-191 

5) 吉村東(2014)「郊外住宅団地の居住形態別に見た災害が高齢者の交流活動

に与えた特性-戸建住宅地と集合住宅地の比較から-」日本建築学会計画系

論文集695、pp.183-190 

6) 寺川優美、田中紀之、三浦研、寺川政司(2003)「豪雪・過疎地域における

在宅高齢者の人的交流に関する研究 高齢者の居住継続成立要件に関す

る研究（その１）」日本建築学会計画系論文集571、pp.69-76 

7) 三宮基裕(2011)「中山間地域に居住する高齢者の外出行動とQOL評価の

関係：農村高齢者のQOL向上に向けた福祉のまちづくりに関する研究」

日本建築学会研究報告九州支部計画系50、pp.89-92 

8) 山崎康平、岸邦宏(2013)「過疎地域における外出促進のためのコミュニテ

ィカフェの機能に関する研究」土木計画学研究・講演集48、No.41 

9) 水野映子(2004)「高齢者の外出の現状・意向と外出支援策」ライフデザイ

ンレポート163、pp.4-15 

10) 大谷尚(2007)「4ステップコーディングによる質的データ分析手法SCAT

の提案‐着手しやすく小規模データにも適用可能な理論化の手続き」名

古屋大学大学院教育発達科学研究科紀要 教育科学54、pp.27-44 

 

 

- 89 -



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




